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ツ ノ ロ ウ カ イ ガ ラ ム シ の 寄 生 蜂

お よ び そ の 寄 生 率*

梶 田 泰 司

On the parasites of Ceroplastes 
 pseudoceriferus Green 

      Hiroshi Kajita

CeroplastespseudoeerlferusGreenツ ノロウカイ ガ

ラムシの寄生蜂 としては,従 来わが国では,AnicetUS

ceroplastislshiiツノロウ ア カヤ ドリコバ チ,Cheilo・

neurusceroplastisIshiiル ビー フサヤ ドリコバチ(い

ずれ もIshii,1928)な どが記録 されてお り,ま た最 近

ではSankaran(1955)に よつてイン ドにおけ るこの

カ イガラムシの寄生 蜂が報 告 され たが,ツ ノロウカイ

ガラムシの寄生 蜂の種 類および その寄生率をあつ かつ

た報告は少ない.筆 者は主 と して九州地方においてこ

のカイガラムシを採集 し,そ の寄生蜂 と寄生 率を しら

べたので ここに報告す る.

本文に入 るに先 だち,日頃 御指導を賜 わつてい る九
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に御援助を賜 わつ た福島県園芸試験場遠藤金弥技師,

富山県農業試験場望月正己技師,岐 阜大学農学部福島

正三教授 および同大学昆虫学教室員各位,山 口県農業

試験場野原啓吾技 師,長 崎県 総合農林 センター大串竜

一技師,宮1埼 大学農学部清水薫助教授,鹿 児島大学農

学部永富昭博士,九 州大学農学部昆 虫学教室員各位 に

感謝の意を表す る.

調 査 方 法

1961年 および1962年 に各地で採 集 したツノロウカ

イガラムシを枝 につけた まま硫酸紙製 の袋 または ガラ

ス管にいれ て室 内に放置 し,羽 化 した寄生蜂の種類 お

よび 頭 数 を し らべ た.ま た これとは別 に,寄 生蜂に

よつて寄生 され ていると思われ るカイガラ ム シ を1
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頭 ず つ ビニ ー ル管 にい れ て そ れ らを羽 化 さ せ 寄 生 蜂

の 種 名 の 正 確 を期 した.寄 生率 の算 出法 は 便 宜 的 に

寄生されたカイガラム シ の頭数 ×100

カ イ ガ ラム シ の総 頭 数

と した が,こ れ は 真 の 寄生 率 と はい さ さか 異 な る こと

は 明 らか で あ る.

調 査 結 果

ツ ノ ロ ウ カイ ガ ラ ム シの 寄 生 蜂 お よ び そ の寄 生 率 は

第1表 お よび 第2表 に示 す と お りで あ る.な お,こ の

表 は ツ ノ ロ ウア カ ヤ ドリコバ チ の成 虫発 生 期を基準 に

して,第1表 は主 と して1～7月 に,ま た第2表 は8～

12月 に採 集 した ものを ま とめ た.

まず,第1表 か ら寄 生 蜂 の 種 類 を み ると,ツ ノロ ウア

カヤ ド リコバ チ,AneristusceroplastaeHoward,Coc・

cophaguskawaiiensisTimberlakeル ビー ク ロヤ ドリ

コバ チ,Coccopkagesssp.(a),MicroterysclaesseniH・

Compereカ メ ノ コ ロ ウ ヤ ドリコバ チ,Microterys

speciosusIshiiル ビー キ ヤ ドリコバ チ お よ びTetra-

stichUSsp.が あ げ られ る.そ して,こ れ らの 寄生 蜂

に よ る寄 生率 は福 岡 市 内 の72.41%が 最 高 で,他 はす

べ て50%以 下 と な り,そ の な か で は1～10%の と こ

ろが 最 も多 い.こ れ らの 寄 生 蜂 の な かで は,ツ ノ ロ ウ

ア カヤ ド リコバ チは 優 勢 種 で あ るが,そ の寄 生 率 は 福

岡 市 内で 約72%が1ケ 所 記 録 され た ほ か は大 部 分 が

1～20%に とど ま つ てい る.

第2表 に よれ ば,寄 生 蜂 には ツ ノ ロウ ア カ ヤ ドリコ

バ チ,AneristuseeroplastaeHoward,ル ビー フサ ヤ ド

リコバ チ,ル ビー ク ロヤ ドリコバ チ,Coecophagussp.

(a),Coccopha8・ussp.(b),Co.ccoρhagussp・(c),ノ レ

ビー キ ヤ ドリコバ チ,Microteryssp.お よびTetra-

stichussp.が み られ,こ の うち,Aneristusceroplastae

Howard,Coccoρhagussp.(b)お よびCoccOphagus



第1表.ツ ノ ロ ウカ イ ガ ラ ム シの 寄 生 蜂 お よび そ の 寄 生 率(そ の1).

注.A.:Anice'〃sceroplas'isIshii,Ane.:Ane〃s'usceroplastaeHoward,C.h.:Coceophagus

hawa'iensisTimberlake,C.(a):Coccoρhag〃ssp,(a),M.c.:MicroterysclauseniH.Compere,

M.s.:Micro'eiツsspecios〃sIshii,T.:Tetrastichussp.,♀ ♂:Anice'asceroplas"31shiiの

gynandromorph.

第2表.ツ ノ ロ ウカ イ ガ ラ ムシ の 寄生 蜂 お よび そ の 寄 生 率(そ の2).



注,

 

. A.: Anicetus ceroplastis Ishii,  Ane.: Aneristus ceroplastae Howard, Ch.: Cheiloneurus 
ceroplastis Ishii, C. h.: Coccophagus hawaiiensis Timberlake, C. (a) : Coccophagus sp. 

(a), C. (b) : Coccophagus sp. (b), C. (c) : Coccophagus sp. (c), M. s.: Microterys speciosus 
Ishii, M.: Microterys sp., T, : Tetrastichus sp. , $ : Anicetus ceroplastis Ishii 0 

gynandromorph,



SP.(c)は 鹿 児 島市 内 に おい て,ま た.Microteryssp.

は鹿 児 島県 大 島 郡 に お い て のみ 記 録 され た.第2表 の

全 寄 生 蜂 に よ る寄生 率 はす べ て40%以 下 で,優 勢 種 は

ツ ノ ロ ウ ア カヤ ドリコバ チで あ るが,こ の コバ チの 寄

生 率 は ほ とん どの場 合10%台 で あ る.た だ5カ 所 で,

ル ビー ク ロヤ ドリコバ チの 寄 生 率 が ツ ノ ロウ ア カヤ ド

リコバ チの そ れ を上 まわ つ て い るの が注 目 され る.

つ ぎに,寄 生 蜂 の性 比 につ い て は,ル ビー フサ ヤ ド

リコバ チが ほ ぼ1:1に な つ て い るほ か は い ず れ も雌

の 方 が 多 く,Coecophagus類 では 雄 は み られ な い.ま

た,福 岡 市産 の ツ ノ ロ ウア カヤ ド リ コ バ チ か ら は

gynandromorphが み られ,そ の 出現 率 は 約1000分

の1で あ つ た.

考 察

今 回 の調 査 に よつ て 明 らか に され た ツ ノ ロ ウカ イ ガ

ラム シ の 寄生 蜂 は ツ ノ ロ ウア カ ヤ ドリコバ チ,Aneri-

stusceroplastaeHoward,ル ビ ー フサ ヤ ドリコバ チ,ル

ビークロヤドリ コバ チ,Coccoρhagussp.(a),Cocco-

phagussp.(b),Coccoρhagussp.(c),カ メ ノ コ ロウ ヤ

ドリコバ チ,ル ビー キ ヤ ドリコバ チ,Microteryssp.

お よびTetrastichussp.の11種 で あ り,こ の う ちす

で に ツ ノ ロ ウ カイ ガ ラ ム シの 寄 生 蜂 と して報 告 され て

い る もの は,ル ビー ク ロ ヤ ドリコバ チ(lshii,1923),

ツ ノ ロ ウア カヤ ドリ コバ チお よび ル ビー フ サ ヤ ドリコ

バ チ(い ず れ もIshii,1928)で あ る.Aneristuscero-

plastaeHoward,Coccophagussp.(b)お よ びCoceo-

phagussp.(c)は 鹿児 島市 内 よ り記 録 され た が,こ の

場 合 だ け は ツ ノ ロウ カ イ ガ ラ ム シを1頭 ず つ 容 器 に 容

れ る とい う調 査 を して い ない の で,こ の カ イ ガ ラ ム シ

の 寄 生 蜂 とは 断定 で き ない.し か し,羽 化 した頭 数 か

ら推 定 す ると,こ れ らの コバ チ は い ずれ も ツ ノロ ウ カ

イ ガ ラ ムシ か ら羽化 した もの と思 わ れ る.ま た,鹿 児 島

県 大 島 郡 産 の ツ ノロ ウ カイ ガ ラム シ か らはMicroterγs

sp.が 羽化 したが,こ れ はAzimに よ り新 種 と して 記

載 され る 予定 の もの と同 種 で あ る.な お,大 串(1956;

1958)に よれ ばAnicetusbenefieusIshiietYasu-

matsuル ビ ー ア カ ヤ ド リ コ バ チ お よ びAnicetus

ohgushiiTachikawaカ メ ノ コロ ウ ア カヤ ドリコバ チ

は ツ ノ ロ ウ カイ ガ ラム シ に対 して 産 卵行 動 を示 す とい

われ るが,そ れ は特 殊 な人 工 的 環 境 で の ことで あつ て,

現 在 の と こ ろ 自然状 態 で は ツ ノ ロ ウ カイ ガ ラ ム シか ら

は 羽化 して い な い.

上 記 の11種 の寄 生 蜂 のな か に は,第 一 次寄 生 蜂 と第

2次 寄 生 蜂 とを 混入 して い るが,筆 者 が 現 在 ま で に明

らか に した と こ ろで は,第1次 寄 生 蜂 は ツ ノ ロウ ア カ

ヤ ドリコバ チ,カ メ ノ コ ロウ ヤ ドリコバ チ,ル ビー キ

ヤ ド リコバ チ お よびMicroteryssp.で あ る.な お,

Coceophagus類 の場 合,交 尾 した も のは 第1次 寄 生 蜂

に な る と いわ れ る(Flanders,1936;1937)が,そ の

詳 細 は現 在 の と ころ不 明 で あ る.

つ ぎ に,性 比 に つ い て は,ル ビ ー フサ ヤ ド リコバ チ

で は ほぼ1=1で あ るが,そ の他 の寄 生 蜂 で は 明 らか に

雌 の方 が 多い.特 に ツ ノ ロウ ア カ ヤ ドリコバ チで は 雌

は雄 に くらべ て 極 端 に多 い が この 現 象 は立 川(1959)が

い う よ うに 産 雌性 単為生殖 に よ る もの か も しれ な い.

ま た,今 回 の 調 査で,こ の コバ チ のgynandromorph

が み られ た が,こ の原 因 の ひ とつ は環 境 温度 の変 化 に

あ る と思 われ る.な お,こ のgynandromorphは 野 外

で は 採 集 され なか つ た.そ の 他 の 寄生 蜂,Coccophagus

類 お よびTetrastichussp.で も雌 の方 が多 い が,こ れ

らの 性 分 化 の機 構 は あ ま り知 られ て い な い ので こ こで

は触 れ な い.た だ,一 般 的 に み て,雌 は第1次 寄 生 蜂

とな る場 合 に,ま た雄 は 第2次 寄生 蜂 と な る場 合 に で

き る よ うで あ る.ま た,Microterys類 で は各 種 と も調

査個体 数 が少 な い が,雌 の 方 が 多 い よ うで あつ た.

ツ ノ ロウ カ イ ガ ラ ム シの 寄生 率 は,こ の カ イ ガ ラ ム

シを8～12月 に採 集 した も のの 方 が1～7月 に採 集 し

た もの よ り高い が,い ま これ を ツ ノ ロウ ア カ ヤ ドリコ

バ チ 第1回 成 虫 発 生 期 に相 当 す る第1表 の ツ ノ ロ ウア

カヤ ドリコバ チ の寄 生 率 と第2回 成 虫発 生 期 に相 当 す

る第2表 の それ を 比 較 す ると,第1表 の寄 生 率 の 方 が

第2表 の それ よ り幾 分 高 い こと が わ か る.そ して これ

らの 結果 を 大 串(1961)の 調 査 結 果 と比 較 す る と,全

般 的 に筆 者 の調 査 の 方 が 高 い.

摘 要

1.ツノロウ カイ ガ ラム シか ら羽 化 した寄 生 蜂 は つ

ぎの11種 で あ る.AnicetusceroplastisIshiiツ ノ ロ

ウア カ ド リ コ バ チ,AneristusceroρlastaeHoward,

CheiloneurusceroplastisIshiiル ビー フサ ヤ ドリコバ

チ,CoccophagushawaiiensisTimberlakeル ビー ク

ロヤ ドリ コバ チ,Coccophagussp.(a),Coccophagus

sp.(b),Coccophagussp.(c),・7Vtlicroterアsclauseni

H.Compereカ メ ノ コ ロウ ヤ ドリコバ チ,Microterys

spect'osusIshiiル ビー キ ヤ ドリコバ チ,Microteryssp.

お よ びTetrastiehussp.こ れ らの寄 生 蜂 の うち,筆 者

に よ り確 認 され た 第1次 寄 生 蜂 は ツ ノ ロ ウア カヤ ドリ

コバ チ,カ メ ノ コ ロ ウヤ ドリコバ チ,ル ビー キ ヤ ドリ

コバ チ お よ びMieroter)'ssp.で あ る.



2.ツノロウ カイ ガ ラ ム シ 寄 生 蜂 の 優 勢 種 は ツ ノ ロ

ウ ア カヤ ドリコバ チで あ り,そ の寄 生 率 は最 高72.41%

で あ るが,大 半 は10～20%で あ る.

3.寄 生 蜂 の性 比 につ い て は,ル ビー フサ ヤ ドリコバ

チ は ほぼ1:1で あ るが,そ の 他 の もので は雌 の 方 が 多

い.ま た,ツ ノ ロ ウア カ ヤ ドリコバ チで はgynandro-

morphが み られ,そ の1・1・1現率 は 約1000分 の1で

あ る.
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                                     Summary 

   In this paper, the following eleven species of parasites of Ceroplastes pseudoceriferus Green 
were recorded  ; Anicetus ceroplastis Ishii, Aneristus ceroplastae Howard, Cheiloneurus ceroplastis Ishii, 
Coccophagus hawaiiensis Timberlake, Coccophagus sp. (a), Coccophagus sp. (b), Coccophagus sp. (c), 
Microterys clauseni H. Compere, Microterys speciosus Ishii, Microterys sp. and Tetrastichus sp. 

   Among these, Anicetus ceroplastis Ishii, Microterys clauseni H. Compere, Microterys speciosus Ishii 
and Microterys sp. were confirmed as the primary parasites by the author. 

   Anicetus ceroplastis Ishii was a dominant parasite of the scale and the percentage of parasitism 
was 10-20 % in most areas. 

   The sex ratio of Cheiloneurus ceroplastis Ishii was about 1 : 1. Of the other parasites, females 
were much more numerous than males. Some gynandromorphs of Anicetus ceroplastis Ishii emerg-
ed from the scales collected in the field and preserved in the room condition for a certain period.




